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ひおき市議会だより

３月定例会 主な内容 平成26年５月 第36号
● 平成26年度当初予算 ･････････････
● 陳情・意見書の審査状況 ･･･････････
● 一般質問 ･････････････････････････
● 所管事務調査結果報告  ･････････････

P ２
P ５
P ８
P 15

P 16
P 18
P 20

● 追跡「あんこちゃ どげんなった」  ････
● 議会報告会報告 ････････････････････
● インターネット中継案内／編集後記 ･･

新学期　みんなで仲良く元気に登校中（伊作田小学校）
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３月
議会人と環境に やさしい予算市政10年目へ

総額231億1000万円

　10月診療分から医療費助成の対象を小
学校６年生までに拡大し、助成を行う。
（9月までは小学校就学前までの子どもが
対象）

　平成26年～28年度に太陽光発電設置補
助金を交付する。

　消防救急活動の高度化や電波の有効活用
のためアナログ通信からデジタル化への整
備を行う。

　ブックスタート事業の充実や市立図書館
の利用者拡大および市民の利便性向上を図
るため、４館統一の貸し出しバッグの整備
等を行う。

　橋上駅舎、自由通路、南・北口広場、駅
西側駐車場の整備を行う。完成は27年度
末を予定。

　伊集院小学校特別教室等の改修工事と伊
作小学校の改築のための設計を行う。

　美山、江口、永吉、土橋地区に新規公営
住宅を建設

　津波災害等の被害軽減を図るため、避難
経路・避難場所等を表示した地図を作成す
る。

　平成28年度に日置市開催予定の大会に
向けて技術向上、茶園管理、準備委員会の
設置等を行う。

　日吉支所、日吉中央公民館の建て替えを
行うための設計、法面工事等の整備を行
う。

　市政10周年を迎えるにあたり、新たな
イメージキャラクターを作成して、日置市
の情報を発信する。

乳幼児（子ども）
医療費助成

住宅用太陽光発電
システム設置

消防救急
デジタル無線整備

人づくり支援事業

伊集院駅周辺整備

小学校校舎改築事業

公営住宅建築事業

津波ハザードマップ作成 県茶業振興推進大会

庁舎整備事業

イメージキャラクター
制作

1億200万円

900万円

1億5400万円

500万円

7億4300万円

1億2800万円

5500万円

640万円 470万円

6200万円

150万円

　

３
月
定
例
会
は
、
２
月
27
日
か

ら
３
月
27
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
26
年
度
当
初
予
算
は
、
宮

路
市
長
の
施
政
方
針
及
び
予
算
説

明
の
後
、
３
常
任
委
員
会
で
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
26
年
度
当
初
予

算
２
３
１
億
１
０
０
０
万
円
は
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

26
年
度
予
算
の
お
金
の
使
い
道

を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

太陽光パネル

消防署指令室

ブックスタート

伊集院駅
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賛
　
成

　

財
政
健
全
化
に
努
め
、
限

ら
れ
た
財
源
で
将
来
を
見

据
え
た
計
画
的
な
予
算
で
あ

る
。

　

小
学
校
６
年
生
ま
で
の
乳

幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
大

や
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備

設
置
へ
の
助
成
な
ど
人
や
環

境
に
や
さ
し
い
予
算
と
考
え

る
。

　

就
学
援
助
費
に
つ
い
て

も
、
要
保
護
の
方
に
お
い
て

は
、
給
食
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費

は
補
助
さ
れ
て
お
り
、
ク
ラ

ブ
活
動
費
も
教
育
扶
助
費
の

学
習
支
援
費
と
し
て
手
当
さ

れ
て
い
る
と
考
え
る
。

    

反
　
対
　

　

人
権
事
業
費
の
補
助
金
は

特
定
の
団
体
へ
支
払
う
の

で
、
税
金
の
使
い
道
と
し
て

ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

　

就
学
援
助
制
度
は
、
こ
の

ま
ま
で
は
不
十
分
で
、
部
活

動
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
な
ど
準

要
保
護
世
帯
へ
も
支
給
す
べ

き
。

  

賛
　
成

　

医
療
費
抑
制
の
た
め
に
、

特
定
健
診
の
推
進
や
重
複
・

頻
回
受
診
の
指
導
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
な
ど

計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
低
所
得
者
に
配
慮

し
た
保
険
税
軽
減
の
保
険
基

盤
安
定
制
度
な
ど
を
活
用
し

な
が
ら
、
一
般
会
計
か
ら
の

法
定
外
繰
り
入
れ
も
し
て
い

る
。

  

反
　
対

　

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
引
き

下
げ
は
市
民
の
願
い
で
あ
る
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
の
増
額
を
検
討
す
べ
き
。

　

ま
た
、
国
へ
国
庫
支
出
金

の
増
額
を
要
求
す
る
こ
と
が

大
事
。

  

賛
　
成

　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
施

設
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

利
用
者
負
担
の
軽
減
措
置
、

地
域
密
着
型
の
地
域
支
援
介

護
予
防
事
業
な
ど
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ

て
い
る
。

  

反
　
対

　

相
次
ぐ
介
護
保
険
制
度
の

改
正
で
現
場
は
振
り
回
さ
れ

る
。

　

介
護
保
険
料
、
利
用
料
の

引
き
下
げ
が
必
要
。

  

賛
　
成

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

運
営
は
、
県
内
43
市
町
村
の

広
域
連
合
で
行
っ
て
い
る
。

　

本
市
は
保
険
料
の
徴
収
業

務
や
重
複
・
頻
回
受
診
者
の

訪
問
指
導
等
の
健
康
診
査
だ

け
で
あ
る
。

　

今
年
は
、
保
険
料
の
見
直

し
の
年
度
で
、
広
域
連
合
で

の
決
定
に
基
づ
い
た
予
算
で

あ
る
。

  

反
　
対

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
値
上
げ
が
行
わ
れ
る
。

　

制
度
そ
の
も
の
が
高
齢
者

を
75
歳
で
切
り
離
し
、
差
別

し
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
ほ
と
ん
ど
は
年

金
受
給
者
で
、
年
金
は
減
っ

て
き
て
お
り
、
消
費
税
の
増

税
と
合
わ
せ
て
保
険
料
が
上

が
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
。

 

一
般
会
計

  

国
民
健
康
保
険

  

後
期
高
齢
者
医
療

  

介
護
保
険

会計名 当初予算額

賛否表（宇田議員は議長のため、表決には参加しない）
結
果中

村

畠

中

留

盛

橋

口

黒

田

下
御
領

山

口

出

水

上

園

門

松

坂

口

花

木

並

松

大

園

漆

島

中

島

田

畑

池

満

長

野

松

尾

成

田

宇

田

一般会計 231億1000万円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可
決

特
別
会
計

国民健康保険 63億5994万円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可
決

公共下水道事業 6億4125万円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可
決

農業集落排水事業 3745万円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可
決

国民宿舎事業 2億2972万円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可
決

健康交流館事業 1億1672万円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可
決

温泉給湯事業 496万円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可
決

公衆浴場事業 1028万円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可
決

飲料水供給施設 65万円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可
決

介護保険 54億921万円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可
決

後期高齢者医療 6億5815万円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可
決

収益的収入 8億4032万円
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可

決
収益的支出 8億1981万円

一般会計・特別会計 （予算額は千円以下を四捨五入）

水道事業合計

討
　
論

市民の願い陳情を審議しました
ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に関する陳情書

ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に関する意見書

陳情書を採択したことにより、
議員発議で意見書を提案しました。

採択することに決定

意見書を可決

（陳情書の趣旨）ＴＰＰ交渉における国会及び自民党の決議は、実質的な政府方針であり、農
林水産業のみならず、食の安全、医療、保険、ＩＳＤ条項など、国民生活に
直結することから国民に対する情報開示は不可欠である。

（ 提 出 者 ）さつま日置農業協同組合
代表理事組合長　宇都　清照氏（伊集院町下谷口）他

（ 審 議 の 結 果 ）農業を基幹産業とし、中山間地域が大部分を占める本市にとっても、除外品
目の堅持は必須であり、農業の衰退は地域社会の崩壊を招く。
政府は毅然とした姿勢で交渉を進め、国民への情報開示をすべきと全員一
致。

（意見書の内容）衆参両議院の農林水産委員会や自民党は、
①農林水産分野の主要5品目などの聖域の確保を最優先し、それが確保でき
ないと判断した場合は、脱退も辞さないこと。
②国民への十分な情報提供を行うこと。
などの決議を行っているが、本市議会としても、政府に対し、これらを必ず
実現することを求めるもの。

（ 提 出 先 ）内閣総理大臣、経済再生担当大臣、農林水産大臣
外務大臣、経済産業大臣、内閣官房長官

全会一致

全会一致
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「川内原子力発電所１，２号機の再稼働に対し慎重な
対応を求める意見書」採択を求める陳情書

陳情書を趣旨採択したことにより、議員発議で
意見書を２件提案しました。

※趣旨採択とは、願意は十分理解できるが、すべてを採択することが
困難な場合に、「趣旨」を採択するものです。

（意見書の内容）
①緊急時防除措置準備区域内で公開の住民説
明会を開き、再稼働の理解を得ること。
②再稼働については、原子力規制委員会の安
全基準をもとに慎重に行うこと。
③地震や火砕流など「想定される重大事故」
に対し具体的な対策を講じることなど。

（提出先）　鹿児島県知事

（意見書の内容）
①福島原発事故の十分な原因究明と除染を早
急に終了させること。
②汚染水や除染廃棄物および高レベル放射線
廃棄物等の最終処分体制の明確化。
③高経年化した原発の廃炉時期と、財源を含
めた廃炉工程の明確化。
④再生可能エネルギーの積極的な導入体制の
確立。など

（提出先）内閣総理大臣、経済産業大臣、
環境大臣、復興大臣

趣旨採択することに決定

意見書を可決
意見書を可決

（陳情書の趣旨）再稼働は、福島の事故の原因と実態が徹底的に究明された上で、新たに作ら
れた安全基準をもとに慎重に行うこと。
地震・火山問題や高経年化、故障、運転ミス、転炉などによる
重大故事について具体的な対策を講じること。
以上が明らかにされない限り川内原子力発電所の再稼働を認め
ないよう県知事へ働きかけることを求めるもの。

（ 提 出 者 ）町田　博文氏（伊集院町妙円寺）
継続審査　２件、辻　重義氏（東市来町湯田）、
　　　　　　　　瀬戸口　勝氏（伊集院町妙円寺）

（ 審 議 の 結 果 ）住民が安全・安心に暮らしたいと願うのは当然であり、悲劇を繰り返さない
ためにも、拙速な再稼働は行わず、規制体制を確立し、安全・安心の確保を
最優先するよう強く要請することは当然。
継続審査の 2件の趣旨も同様であるため、趣旨採択すべき。

全会一致

賛成20反対１

全会一致

川内原子力発電所１・２号機の再稼
働に対し住民の安全・安心の確保を

最優先する対応を求める意見書

原発再稼働手続きの前に、汚染水や
除染廃棄物の処理及び原発への依存
度を下げていくための道筋等を明確

にすることを求める意見書

有害図書から子供たちを守ることをお願いする陳情

介護保険制度「改正」に関する陳情書

　法律や学習指導要領にそぐわない図書の購入は、慎重にすべきであり、読みたい本は自由
に読ませることは親の責任放棄でもある。
　まして過激な表現などがあれば、発達段階に応じて閲覧制限されて当然であり、陳情採択
に賛成。

　今回の介護保険制度の見直しは、①介護保険から要支援１・２の人を外し、市町村が行う
地域支援事業に移し替える。②特別養護老人ホームは中重度介護者に重点化し、要介護２以
下の人の新たな入所を認めない。③一定以上の所得者は１割の利用料を２割にする。などで
あることから、陳情採択に賛成。

　一部に不適切な表現があり、発達段階に応じた教育的な配慮も必要だが、学校現場で強制
的に教材として使用していないことや県の有害図書の指定を受けていないことから、陳情を
採択するまでは至らない。

　今回の見直しは、①利用者の使い勝手の良い、かゆいところに少しでも手が届くようなサー
ビスを目指すもの。②施設のベッド数に限りがあり、現在要介護4・5 の多くの方が、在宅
介護を余儀なくされている以上、軽度要介護者よりも重度要介護者を優先していくことは当
然。③より充実した介護サービスと、そのための負担の在り方にバランスを取っていくこと
は必要。であることから陳情採択には反対。

「採択に賛成」の討論

「採択に賛成」の討論

「採択に反対」の討論

「採択に反対」の討論

不採択とすることに決定

不採択とすることに決定

（陳情書の趣旨）漫画「はだしのゲン」を市立小中学校、市立図書館から撤去または閲覧制限
することを求めるもの。

（ 提 出 者 ）林田　賢一氏（伊集院町妙円寺）

（陳情書の趣旨）平成27年度からの制度見直しは、高齢者を締め出すことにつながるので、
改正に反対して国や関係機関に意見書を提出することを求めるもの。

（ 提 出 者 ）東　親枝氏（伊集院町郡）

賛成３反対18

賛成１反対20
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これからどう する! 日置市
３月定例会では９人の議員が登壇し、   日置市の未来を見据え質問を行いました。

一 般  質 問

		 	 	①
４
月
に
開
始
す
る
一
般
住

宅
用
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の

設
置
補
助
制
度
は
い
つ
ま
で

実
施
す
る
か
。

　

ま
た
、
制
度
延
長
は
考
え

な
い
か
。

②
太
陽
光
や
風
力
発
電
な
ど

の
設
置
後
は
、
市
全
戸
数
の

何
パ
ー
セ
ン
ト
の
電
力
量
を

ま
か
な
え
る
の
か
。

　
　

橋
口
　
正
人
　
議
員

①
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
の

３
年
間
に
日
置
市
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事

業
費
補
助
金
を
交
付
す
る
。

　

需
要
が
多
く
見
込
ま
れ
る

場
合
は
延
長
し
て
い
く
。

②
太
陽
光
１
万
４
７
１
４
世

帯
、
水
力
１
８
０
世
帯
、
風

力
３
８
０
０
世
帯
、
合
計
１

万
８
６
９
４
世
帯
（
概
略
）。

　

日
置
市
内
が
約
２
万
２
０

０
０
世
帯
な
の
で
、
お
お
よ

そ
70
パ
ー
セ
ン
ト
と
予
測
さ

れ
る
。

①
伊
集
院
駅
の
改
修
に
併
せ

て
駅
周
辺
の
整
備
を
計
画
中

と
の
こ
と
だ
が
、
イ
ベ
ン
ト
、

観
光
情
報
の
提
供
や
発
信
、

観
光
地
や
観
光
ル
ー
ト
、
宿

泊
施
設
の
紹
介
等
を
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

②
東
市
来
、
日
吉
、
吹
上
の

３
地
域
を
取
り
込
ん
で
の
観

光
を
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

①
伊
集
院
駅
の
一
角
に
観
光

拠
点
施
設
の
整
備
を
計
画
し

て
い
る
。

　

施
設
の
担
う
機
能
と
し
て

は
、
イ
ベ
ン
ト
観
光
情
報
の

提
供
や
発
信
、
観
光
地
や
観

光
ル
ー
ト
の
紹
介
で
、
運
営

は
観
光
協
会
に
委
託
す
る
予

定
と
し
て
お
り
、
一
年
を
通

し
て
対
応
が
可
能
な
施
設
を

目
指
す
。

②
本
市
の
新
た
な
観
光
振
興

策
と
し
て
、
観
光
協
会
と
も

連
携
し
、
伊
集
院
駅
を
起
点

に
、
市
内
各
地
域
に
点
在
す

る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
周
遊
す

る
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
の

企
画
、
運
営
を
行
い
、
入
り

込
み
観
光
客
の
増
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

上
園
　
哲
生
　
議
員

　

合
併
促
進
政
策
と
し
て
、

10
年
間
の
地
方
交
付
税
の
優

遇
措
置
と
、有
利
な
起
債（
財

源
充
当
率
95
％
・
地
方
交
付

税
参
入
率
70
％
）
の
合
併
特

例
債
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
活

用
し
て
き
た
。

　

合
併
10
年
目
を
迎
え
約
19

億
円
の
優
遇
措
置
が
、
５
年

間
で
段
階
的
に
減
額
さ
れ
、

さ
ら
に
現
在
、
交
付
税
の
不

足
額
を
臨
時
財
政
対
策
債
で

補
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

合
併
特
例
債
３
年
据
え
置

の
15
年
償
還
・
平
成
26
年
度

末
残
高
73
億
円
、
臨
時
財
政

対
策
債
３
年
据
え
置
の
20
年

償
還
・
平
成
26
年
度
末
残
高

99
億
円
と
予
測
さ
れ
る
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

計
画
が
あ
る
中
で
、
将
来
世

代
の
政
策
を
拘
束
す
る
恐
れ

の
あ
る
負
担
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

　

地
方
交
付
税
は
平
成
28
年

度
か
ら
段
階
的
な
引
き
下
げ

が
始
ま
る
が
、
合
併
時
点
で

は
想
定
で
き
な
か
っ
た
新
た

な
財
政
需
要
が
生
じ
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
算
定
に
反
映
し
て

い
く
と
し
て
い
る
の
で
、
今

後
の
国
の
情
報
を
十
分
に
注

視
し
て
い
き
た
い
。

　

合
併
し
た
自
治
体
の
一
本

化
促
進
支
援
の
た
め
の
合
併

特
例
債
は
、
平
成
32
年
度
ま

で
２
２
６
億
６
千
万
円
起
債

可
能
で
あ
る
が
、
全
部
使
う

つ
も
り
は
な
い
。

　

地
方
交
付
税
の
財
源
不
足

を
補
う
臨
時
財
政
対
策
債
は
、

国
の
定
め
る
額
の
範
囲
で
、

借
入
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。 　

50
Ｋ
Ｗ
以
上
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
11
設
備
、
10
Ｋ
Ｗ
以
上

50
Ｋ
Ｗ
未
満
の
太
陽
光
発
電

61
設
備
が
設
置
さ
れ
、
新
た

な
事
業
計
画
も
あ
る
が
、
市

税
の
財
源
確
保
へ
の
影
響
を

ど
の
様
に
捉
え
て
い
る
か
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
課
税
が

始
ま
り
、
固
定
資
産
税
に
お

い
て
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の

償
却
資
産
で
約
２
千
万
円
、

敷
地
の
地
目
変
更
に
よ
る
も

の
が
２
百
万
円
見
込
ま
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
本
市
に
新
た
な

事
業
所
が
開
設
さ
れ
れ
ば
、

法
人
市
民
税
も
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
個
人
事
業
者
の
余

剰
電
力
売
却
収
入
も
課
税
対

象
と
な
り
、
財
源
確
保
へ
の

影
響
は
大
き
い
と
考
え
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
売
却
可
能
な
市
有
地
の
活

用
に
つ
い
て

・
基
金
活
用
の
在
り
方
は

将来世代への負担先
送りをどう考えるか

【答弁】
新たな財政需要の算定に注視

質問
1

再生エネルギーを
活用した安心安全な
まちづくり

【答弁】
住宅用太陽光発電設置補助
金を３年間交付する

質問
1

27年度、伊集院駅舎
完成後の観光は

【答弁】
観光情報の発信等を担う観
光拠点を駅に整備する

質問
2

自然再生エネルギー
事業の市税影響は

【答弁】
見込額は約２２００万円

質問
2

より良い市政を目指して
上
園

上
園

橋
口

橋
口

市
長

市
長

市
長

市
長

合併特例債を活用して建設中の
伊集院北分団消防車庫

整備が進む伊集院駅北側

平成21年7月の伊集院駅北側
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黒
田
　
澄
子
　
議
員

　

活
動
火
山
対
策
措
置
法
に

お
け
る
文
部
科
学
省
下
の
指

定
地
域
は
、
年
２
回
以
上
の

降
灰
が
あ
り
、
年
間
の
降
灰

量
が
１
㎡
当
た
り
１
０
０
０

ｇ
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
は
昭
和
53
年
に

改
正
と
な
り
、
国
は
昭
和
53

年
と
54
年
に
県
と
県
内
４
市

町
を
指
定
し
て
い
る
が
、
そ

の
後
、
鹿
児
島
県
に
調
査
を

し
た
様
子
が
な
い
。

　

指
定
さ
れ
る
と
そ
の
後
に

１
０
０
０
ｇ
以
上
の
降
灰
が

な
く
て
も
今
後
も
降
る
可
能

性
が
あ
る
と
し
て
、
指
定
が

継
続
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　

国
は
県
知
事
に
意
見
を
聞

く
体
制
に
あ
り
、
そ
れ
以
外

は
県
知
事
か
ら
の
要
望
書
が

出
た
ら
動
く
と
、
私
の
調
査

に
内
閣
府
担
当
が
答
え
て
い

る
。

　

県
農
政
課
の
測
定
に
よ
る

と
、
昭
和
60
年
に
は
旧
伊
集

院
町
で
２
１
５
７
ｇ
の
降
灰

を
記
録
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
他
の
指
定
さ
れ
て

い
な
い
市
町
で
も
１
０
０
０

ｇ
を
超
え
た
記
録
が
あ
る
。

　

こ
の
法
律
の
も
と
他
の
首

長
と
一
緒
に
、
県
知
事
に
対

し
て
国
へ
の
要
望
書
提
出
を

働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
も
学
校
へ
の
空

調
等
の
設
置
に
対
し
て
13
市

長
と
平
成
24
・
25
年
度
に
文

部
科
学
省
・
県
知
事
・
県
選

出
国
会
議
員
へ
の
要
望
書
を

提
出
し
て
き
た
。

　

措
置
法
の
仕
組
み
を
し
っ

か
り
と
理
解
し
、
今
後
要
望

書
提
出
に
取
り
組
む
。

桜島降灰に対する
国への要望書提出を

【答弁】
国への要望書提出に取り組む

質問
1

　
　

畠
中
　
弘
紀
　
議
員

　

日
置
市
で
最
大
級
の
交
通

量
が
あ
る
郡
中
央
通
り
線
の

改
良
事
業
は
、
郡
地
区
住
民

の
最
重
要
課
題
と
し
て
長
年

に
わ
た
り
陳
情
、
要
望
を
繰

り
返
し
て
き
た
。

　

こ
こ
数
年
来
、
目
を
見
張

る
よ
う
に
急
ピ
ッ
チ
で
改
良

が
進
み
、
工
事
の
完
了
地
区

は
安
全
で
美
し
い
街
路
と
し

て
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
未
整
備
地
区
は

完
全
な
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
状
態

と
な
っ
て
お
り
、
危
険
性
が

増
大
し
て
い
る
。

　

残
り
区
間
の
伊
集
院
自
動

車
整
備
工
場
前
か
ら
徳
酬
重

機
整
備
工
場
前
ま
で
の
工
事

完
了
の
見
通
し
は
。

　

郡
中
央
通
り
線
に
つ
い
て

は
、
都
市
計
画
道
路
と
し
て

事
業
認
可
を
受
け
て
鹿
児
島

県
が
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

事
業
認
可
延
長
９
６
０
ｍ

の
内
、
平
成
16
年
度
か
ら
平

成
25
年
度
ま
で
５
４
０
ｍ
が

完
了
す
る
。

　

残
り
４
１
０
ｍ
に
つ
い
て

は
、
計
画
の
見
直
し
が
行
わ

れ
、
道
路
総
幅
員
17
ｍ
が
12

ｍ
に
、
車
道
部
は
９
ｍ
が
７

ｍ
に
、
歩
道
は
４
ｍ
が
２
・

５
ｍ
に
変
更
し
、
線
形
も
一

部
見
直
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
12
月
に
住
民
説
明
会

が
開
催
さ
れ
、
２
月
７
日
に

鹿
児
島
県
の
都
市
計
画
審
議

会
に
諮
問
さ
れ
た
。

　

今
後
は
、
事
業
認
可
を
経

て
、
用
地
買
収
に
着
手
し
、

平
成
28
年
度
で
、
工
事
を
完

了
す
る
予
定
。

　
「
ロ
コ
モ
」と
は
骨
・
関
節
・

筋
肉
な
ど
の
運
動
器
が
障
が

い
の
た
め
に
衰
え
て
動
作
が

困
難
に
な
り
、
要
介
護
状
態

や
、
要
介
護
状
態
に
な
る
危

険
の
高
い
状
態
を
い
う
。

　
「
ロ
コ
モ
」
の
予
防
に
つ

い
て
本
市
で
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

　
「
ロ
コ
モ
」
予
防
の
た
め

の
栄
養
講
話
や
運
動
指
導
を

実
施
し
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
障
が
い
者
雇
用
の
促
進
状

況
は

　
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

　

道
路
の
部
分
的
な
幅
員
減

少
で
車
の
流
れ
が
阻
害
さ
れ

て
い
る
様
子
。

郡中央通り線街路事
業の見通しは

【答弁】
平成28年度に工事完了の予定

質問
1

ロコモ（運動器症候
群）の予防は

【答弁】
今後は予防法の普及啓発に
努める。

質問
2

黒
田

市
長

畠
中

畠
中

市
長

市
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
税

控
除
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

市
町
村
に
お
い
て
は
、
貴
重

な
財
源
と
な
る
。

　

玄
海
町
に
お
い
て
は
、
５

０
０
０
円
、
10
万
円
、
１
０

０
万
円
と
コ
ー
ス
を
つ
く

り
、
平
成
26
年
２
月
時
点
で

２
億
１
０
０
０
万
円
の
実
績

を
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
１
億
円
は
10
万

円
寄
付
で
、
年
12
回
、
３
０

０
０
円
程
度
の
特
産
品
を
お

礼
に
送
っ
て
い
る
。

　

本
市
も
積
極
的
に
取
り
組

ま
な
い
か
。

　

玄
海
町
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
様
子
は
理
解
し
て
い
る
。

　

本
市
で
も
３
千
円
の
特
産

品
を
お
礼
の
品
と
し
て
検
討

す
る
。

ふるさと納税の拡充
に取り組まないか

【答弁】
日置市でも３千円のお礼の
品を送る

質問
２

　

平
成
26
年
度
は
、
１
０
０

０
本
の
オ
リ
ー
ブ
苗
木
を
植

栽
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

研
究
会
員
の
９
戸
の
農
家

の
選
定
方
法
は
ど
う
か
。

　

今
後
、
市
と
し
て
植
栽
方

法
・
年
次
計
画
を
ど
の
よ
う

に
行
う
か
。

　

下
御
領
　
昭
博
　
議
員

　

大
き
な
リ
ス
ク
を
伴
う
の

で
、
専
門
的
な
経
験
や
技
術

を
備
え
て
い
る
市
内
各
地
の

熟
練
し
た
果
樹
農
家
か
ら
選

定
す
る
。

　

ま
た
、
３
年
以
内
に
５
０

０
０
本
程
度
の
植
栽
を
予
定

し
て
い
る
。

　

26
年
度
ま
で
は
、
熟
練
し

た
果
樹
農
家
が
植
栽
す
る
が
、

来
年
以
降
は
一
般
市
民
も
対

象
と
す
る
。

　

苗
代
の
半
分
程
度
を
助
成

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

改
良
工
事
は
、
合
併
当
初

か
ら
減
少
傾
向
で
あ
る
。

　

道
路
の
路
面
が
老
朽
化
し
、

維
持
・
補
修
に
移
行
し
つ
つ

あ
る
が
ど
う
か
。

　

市
道
中
川
線
は
、
現
在
改

良
中
で
、
国
道
３
号
を
含
め

た
交
差
点
改
良
工
事
と
な
り
、

国
土
交
通
省
絡
み
で
、
進
め

に
く
い
と
思
う
が
、
い
つ
頃

完
成
を
見
込
ん
で
い
る
か
。

　

ま
た
、
市
道
下
神
殿
・
田

代
線
は
、
起
点
側
と
終
点
側

の
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。

　

地
域
住
民
は
早
い
完
成
を

望
ん
で
い
る
が
、
い
つ
の
完

成
予
定
か
。

　

新
規
計
画
で
、
下
神
殿
公

民
館
前
の
市
道
下
神
殿
線
の

改
良
工
事
を
望
む
声
も
多
い
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の
強
い

要
望
で
も
あ
り
、
早
急
な
対

応
が
望
ま
れ
る
。

　

道
路
に
関
し
て
は
、
近
年

改
良
率
よ
り
舗
装
率
を
上
げ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

維
持
・
補
修
が
中
心
で
、

各
地
域
で
５
年
計
画
を
立
案

し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
地
域
の

バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

　

中
川
線
は
、
国
土
交
通
省

に
委
託
し
て
お
り
、
26
年
度

の
完
成
を
目
指
す
。

　

下
神
殿
・
田
代
線
は
21
年

度
か
ら
着
手
し
て
お
り
、
現

在
２
３
０
ｍ
完
成
し
て
い
る
。

　

残
り
８
６
０
ｍ
は
31
年
度

完
成
予
定
で
あ
る
。

　

下
神
殿
公
民
館
前
の
道
路

は
狭
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

用
地
の
問
題
も
あ
り
、
地

元
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
早

急
に
対
応
し
て
い
く
。

オリーブ植栽の選定
方法は

【答弁】
熟練した果樹農家から選定
する

質問
1

市道中川線の交差点
改良の完成は

【答弁】
平成26年度の工事完成を目
指す

質問
2

市政要覧に紹介されている日置市の特産品の数々

中川線の国道3号線交差点改良箇所

歩道のない郡中央通り線

市
長

黒
田

下
御
領

下
御
領

市
長

市
長
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山
口
　
初
美
　
議
員

　

旧
町
ご
と
に
各
地
域
で
食

の
自
立
支
援
事
業
（
配
食

サ
ー
ビ
ス
）
を
行
っ
て
い
る

が
、
日
曜
日
は
休
み
と
な
っ

て
い
る
。

　

在
宅
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、

も
し
く
は
、
虚
弱
な
高
齢
者
、

ま
た
は
、
障
が
い
者
に
対
し
、

食
生
活
の
改
善
と
健
康
増
進

を
図
り
、
自
立
し
た
生
活
の

支
援
や
安
否
の
確
認
な
ど
を

目
的
と
し
た
事
業
で
あ
る
。

　

昼
食
と
夕
食
の
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
、
26
年
度
は
６
３
４

０
万
１
千
円
の
予
算
が
組
ま

れ
て
い
る
。

　

休
み
な
し
で
実
施
し
て
い

る
自
治
体
も
増
え
て
い
る
よ

う
だ
。

　

休
み
の
日
は
困
る
方
も
あ

る
よ
う
な
の
で
、
休
み
な
し

で
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

現
在
は
市
内
全
域
に
お
い

て
年
末
も
配
食
を
行
う
な
ど

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
、
日

曜
日
お
よ
び
１
月
１
日
か
ら

１
月
３
日
ま
で
休
ん
で
い
る
。

　

委
託
事
業
所
の
事
情
や
能

力
等
の
問
題
も
あ
る
。

　

日
曜
日
や
年
始
は
、
家
族

で
の
見
守
り
、
親
戚
と
の
交

流
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
思
い
も
あ
る
が
、
利
用

者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

消
費
税
が
４
月
か
ら
８
％

に
大
増
税
さ
れ
る
。

　

１
９
９
７
年
に
３
％
か
ら

５
％
に
増
税
さ
れ
た
時
も
景

気
が
冷
え
込
み
、
税
収
も

減
っ
て
、
逆
に
財
政
危
機
に

な
っ
た
。

　

市
民
の
暮
ら
し
と
地
域
経

済
へ
の
深
刻
な
打
撃
が
予
想

さ
れ
る
。

　

消
費
税
増
税
分
の
国
保
税

引
き
下
げ
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

市
民
の
く
ら
し
を
守
る
た

め
一
番
有
効
で
は
な
い
か
。

　

26
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、

地
方
消
費
税
交
付
金
の
社
会

保
障
財
源
化
分
４
８
０
０
万

円
を
、
障
害
者
自
立
支
援
給

付
金
に
３
８
０
０
万
円
、
障

害
児
通
所
給
付
費
に
１
０
０

０
万
円
充
て
て
い
る
の
で
、

国
保
税
引
き
下
げ
に
充
て
る

考
え
は
な
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
茶
業
振
興
策
に
つ
い
て

・
原
発
問
題
に
つ
い
て

・
市
の
非
正
規
職
員
の
処
遇

改
善
に
つ
い
て

宅配給食は休みなし
で実施すべきでは

【答弁】
日曜日は、家族や親せきの
見守り交流を

質問
1

消費税増税分の国保
税引き下げを

【答弁】
国保税引き下げに充てる考
えはない

質問
2

　
　

坂
口
　
洋
之
　
議
員

　

過
疎
化
が
進
む
吉
利
地
域

で
は
、
店
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
が
無
く
な
り
、
今
度
は

学
校
の
統
廃
合
の
話
も
あ
る
。

　

統
廃
合
の
地
域
の
リ
ス
ク

も
検
証
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

教
育
長
は
、
地
域
の
声
を

ど
う
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　

伊
集
院
小
は
年
々
増
加
、

周
辺
の
学
校
は
児
童
減
が
進

む
が
ど
う
分
析
す
る
か
。

　

学
校
の
在
り
方
指
針
の
望

ま
し
い
学
級
規
模
は
、
小
学

校
は
１
学
年
20
人
以
上
、
中

学
校
、
１
学
年
２
学
級
以
上

と
示
す
が
、
根
拠
は
何
か
。

　

少
子
化
で
学
校
再
編
を
望

む
保
護
者
の
声
は
理
解
で
き

る
が
、
日
吉
・
吹
上
地
域
の

疲
弊
を
考
え
れ
ば
、
複
数
校

残
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

学
校
・
保
護
者
・
地
域
に

再
編
計
画
を
説
明
し
合
意
形

成
の
中
で
進
め
た
い
。

　

22
年
か
ら
の
学
校
在
り
方

検
討
委
員
会
か
ら
、
地
域
を

ま
わ
り
、
保
護
者
や
地
域
の

声
を
聞
い
て
き
た
。

　

少
子
化
で
統
廃
合
を
望
む

保
護
者
や
学
校
を
残
し
て
ほ

し
い
地
域
の
声
、
多
種
多
様

な
意
見
を
整
理
・
統
合
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

伊
集
院
小
の
増
加
は
、
利

便
性
や
若
い
世
代
の
生
活
ス

タ
イ
ル
の
変
化
と
考
え
る
。

　

１
学
級
20
人
以
上
の
根
拠

は
、
グ
ル
ー
プ
同
士
の
活
動

と
意
見
反
映
が
で
き
る
。

　

中
学
校
の
１
学
級
で
は
専

任
教
科
の
職
員
配
置
が
で
き

な
い
現
状
が
あ
る
。

　

学
校
再
編
計
画
は
基
本
指

針
に
沿
っ
て
示
し
、
日
吉
・

吹
上
は
小
学
校
１
校
で
示
す
。

学校再編計画の今後
の進め方と方針は

【答弁】
６月までに再編基本計画を
作成したい

質問
1

①
若
者
に
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
の
た
め
の
政
策
実
行
と

そ
の
効
果
は
。

②
本
市
の
少
子
化
の
現
状
と

課
題
に
ど
う
向
き
合
う
か
。

③
若
年
層
の
流
失
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
に
、
仕
事
と

生
活
環
境
の
整
備
を
ど
う
進

め
て
い
る
か
。

④
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
生
き

抜
く
若
者
へ
、
ど
ん
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
す
る
か
。

　
　

田
畑
　
純
二
　
議
員

⑤
来
た
く
な
る
日
置
市
を
つ

く
る
た
め
の
政
治
姿
勢
は
。

①
定
住
促
進
対
策
補
助
金
の

交
付
や
公
営
住
宅
建
設
な
ど

で
一
定
の
効
果
。

②
育
児
等
の
不
安
に
対
し
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
さ
ら
に
、
子
育
て
支

援
計
画
を
策
定
予
定
。

③
起
業
を
目
指
す
若
者
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

大
型
店
舗
の
進
出
や
コ
ン

ビ
ニ
の
出
店
等
が
あ
り
、
雇

用
の
創
出
、
生
活
環
境
の
利

便
性
向
上
等
を
今
後
も
継
続
。

④
実
情
を
見
つ
め
直
し
、
将

来
の
目
標
に
向
け
て
行
動
力

等
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。

⑤
今
後
も
市
道
整
備
、
周
辺

環
境
整
備
、
観
光
産
業
の
振

興
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
等
推
進

し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図

る
。

①
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

と
生
活
保
護
法
改
正
に
ど
う

向
き
合
う
か
。

②
本
市
の
生
活
保
護
受
給
者

数
と
最
近
の
動
向
は
ど
う
か
。

③
民
間
団
体
と
連
携
し
、
生

活
保
護
受
給
者
の
総
合
的
な

自
立
を
支
援
し
て
は
。

④
大
阪
府
内
の
全
市
町
村
の

よ
う
に
本
市
で
も
地
域
就
労

支
援
事
業
を
展
開
し
て
は
。

⑤
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協

議
会
方
式
に
よ
っ
て
自
立
支

援
を
一
体
的
に
運
営
し
て
は
。

①
自
立
促
進
等
を
強
化
し
、

制
度
が
市
民
の
信
頼
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

②
平
成
24
年
６
月
を
ピ
ー
ク

に
微
減
傾
向
で
、
26
年
１
月

は
３
７
８
世
帯
５
９
３
人
。

③
２
業
者
に
委
託
し
て
就
労

準
備
支
援
事
業
を
実
施
中
。

④
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し

た
就
労
支
援
を
実
施
中
。

⑤
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
高
齢
者
や
そ
の
家
族
に
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
鹿
児
島
国

体
に
向
け
て
の
対
応
は

若者に魅力ある地域
づくりは

【答弁】
雇用の創出と子育て世帯が
住みよい環境

質問
1

本市での生活困窮者
への自立支援は

【答弁】
生活困窮者自立促進支援モ
デル事業を実施中

質問
2

　

川
内
原
発
の
再
稼
働
に
つ

い
て
国
の
安
全
審
査
の
認
定

が
申
請
さ
れ
、
６
月
以
降
に

再
稼
働
の
動
き
が
あ
る
。

　

福
島
原
発
の
原
因
究
明
や

具
体
的
な
広
域
住
民
避
難
計

画
が
示
さ
れ
な
い
中
で
の
、

再
稼
働
の
動
き
で
あ
り
市
民

か
ら
も
安
全
に
対
す
る
不
安

の
声
も
あ
る
。

　

再
稼
働
の
自
治
体
の
合
意

に
つ
い
て
、
県
や
薩
摩
川
内

市
だ
け
で
な
く
日
置
市
と
し

て
合
意
形
成
を
求
め
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
再
稼
働
へ
の
住
民

説
明
会
を
求
め
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

再
稼
働
に
つ
い
て
の
市
民

の
知
る
権
利
の
中
で
、
住
民

説
明
会
の
開
催
を
求
め
る
。

原発の再稼働への
住民説明会開催を

【答弁】
知る権利の中で説明会を
求める

質問
２

統合を行った旧皆田小学校

愛情のこもったおいしいお弁当を
お届けしてます

地域子育て支援センターの活動の様子

山
口

山
口

市
長

市
長

坂
口

教
育
長

田
畑

田
畑

市
長

市
長

坂
口

市
長
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花
木
　
千
鶴
　
議
員

　

鹿
児
島
銀
行
・
野
村
證
券

と
包
括
的
業
務
協
力
協
定
を

結
ん
で
い
る
が
、
そ
の
現
状

と
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　

大
学
ほ
か
、
各
種
研
究
機

関
と
の
連
携
は
ど
う
か
。

　

協
定
の
窓
口
は
企
画
課
だ

が
、
実
証
栽
培
は
農
林
水
産

課
が
担
っ
て
も
い
る
。

　

今
後
の
進
め
方
は
ど
う
か
。

　

平
成
26
年
度
に
立
ち
上
げ

る
オ
リ
ー
ブ
研
究
会
は
ど
の

よ
う
に
進
め
る
考
え
か
。

　

本
市
で
オ
リ
ー
ブ
に
取
り

組
む
狙
い
の
一
つ
に
、
国
内

産
オ
リ
ー
ブ
需
要
の
高
ま
り

に
あ
る
。

　

し
か
し
、
す
で
に
小
豆
島

だ
け
で
な
く
特
に
九
州
各
地

で
産
地
が
誕
生
し
、
商
品
化

も
進
ん
で
い
る
。

　

そ
こ
で
、
他
の
地
域
と
の

違
い
を
売
り
出
す
差
別
化
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

平
成
25
年
度
予
算
化
し
た

商
品
開
発
の
現
状
と
今
後
の

取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　

本
市
に
は
オ
リ
ー
ブ
以
外

の
農
作
物
も
多
く
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
作
物
や
農
家

の
六
次
産
業
化
へ
の
支
援
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

オ
リ
ー
ブ
の
新
商
品
や
新

技
術
等
の
開
発
支
援
、
販
路

や
事
業
拡
大
、
成
長
支
援
を

目
的
に
協
定
を
結
ん
だ
。

　

今
後
は
、
市
は
実
証
栽
培

や
農
家
と
の
研
究
会
設
立
、

栽
培
指
導
等
を
行
う
。　
　

　

鹿
児
島
銀
行
・
野
村
證
券

は
、
加
工
・
商
品
化
、
収
益

体
制
の
構
築
を
図
る
。

　

研
究
機
関
と
し
て
は
、
宮

崎
大
学
や
鹿
児
島
大
学
か
ら

指
導
を
受
け
た
。

　

今
後
、
野
村
ア
グ
リ
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
や
小
豆
島
の
オ

リ
ー
ブ
農
家
か
ら
の
指
導
・

助
言
を
受
け
る
。

　

農
林
水
産
課
に
オ
リ
ー
ブ

担
当
者
を
配
置
し
、
農
林
水

産
課
が
主
と
し
て
進
め
る
。

　

研
究
会
で
は
、
植
栽
ほ
場

の
選
定
や
施
肥
管
理
、
剪
定

技
術
の
習
得
等
を
行
う
。

　

業
務
協
力
機
関
の
協
力
で
、

市
内
で
の
搾
取
や
加
工
・
販

売
の
事
業
主
体
を
誘
致
し
、

そ
れ
ら
を
一
貫
体
制
と
す
る

こ
と
で
差
別
化
を
図
る
。

　

商
品
開
発
で
は
メ
ニ
ュ
ー

開
発
で
レ
シ
ピ
も
で
き
た
。

　

今
後
、
レ
ト
ル
ト
食
品
の

商
品
化
も
検
討
す
る
。

　

市
内
の
農
産
物
六
次
産
業

化
は
、
加
工
グ
ル
ー
プ
や
地

元
の
食
品
関
連
企
業
、
直
売

所
な
ど
と
の
連
携
を
支
援
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

オリーブ六次産業化
の現状と今後は

【答弁】
栽培拡大から収益体制等を
構築する

質問
1

花
木

市
長

あなたも、議会を傍聴してみませんか。
市議会は、市の予算や身近な問題について話し合う大切な場です。

50席ある傍聴席

市民のみなさん、市内の公共
施設で議会中継を見ることが
できます！

是非、傍聴に
おいでください。

市役所本庁１階ロビー、
各支所１階ロビー、
各地域中央公民館、各地区公民館、
美山陶遊館、ゆすいん、吹上砂丘荘

○だれでも自由に傍聴できます。
○受付簿に住所・氏名を記入し

ていただくだけです。
○本庁４階までお越しください。
　 （エレベーターがあります。）

【問い合わせ】
議会事務局　TEL 248-9435

次の場所で議会中継を
行っております

学校の社会科見学や自治会、PTA等の研修でぜひ傍聴にお越し下さい。

実証栽培されているオリーブの木

　

１
月
28
日
、
防
災
行
政
無

線
や
坊
野
地
区
公
民
館
の
事

業
等
の
取
り
組
み
状
況
等
を

調
査
し
ま
し
た
。

防
災
行
政
無
線
大
峯
ヶ
原
中

継
局
予
定
地

　

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

整
備
工
事
に
お
い
て
、
東
市

来
地
域
大
峯
ヶ
原
に
デ
ジ
タ

ル
波
用
の
防
災
行
政
無
線
の

中
継
局
を
26
・
27
年
度
で
設

置
を
予
定
し
て
い
る
。

　

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
ア

ナ
ロ
グ
波
の
設
備
と
交
換
す

る
も
の
で
、
県
警
の
ア
ン
テ

ナ
が
隣
接
さ
れ
て
お
り
、
条

件
的
に
最
適
の
場
所
と
考
え

ら
れ
る
。

坊
野
地
区
地
域
協
働
の
仕
組

み
づ
く
り
事
業

　

Ｊ
Ａ
さ
つ
ま
日
置
扇
尾
支

所
跡
を
販
売
拠
点
店
舗
に
整

備
し
て
、坊
野
地
区
の「
べ
っ

ぴ
ん
さ
ん
味
噌
」
や
「
加
工

食
品
」、
ま
た
扇
尾
地
区
の

し
ん
こ
だ
ん
ご
等
の
販
売
を

通
じ
て
地
域
の
活
性
化
を
は

か
る
。

　

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
活
性

化
に
向
け
て
取
組
ん
で
い
る
。

銀
天
の
た
ま
ご
支
援
事
業

　

25
年
度
の
新
規
事
業
で
、

伊
集
院
地
域
の
空
き
店
舗
を

再
活
用
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
で
銀
天
の
た
ま
ご

が
誕
生
し
た
。

　

日
置
市
商
工
会
が
主
体
と

な
り
、
事
業
を
展
開
す
る
。

　

当
初
４
店
舗
で
始
め
る
予

定
だ
っ
た
が
、
３
店
舗
で

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

火
気
厳
禁
の
た
め
限
ら
れ

た
内
容
の
事
業
し
か
展
開
で

き
な
い
が
、
他
の
３
地
域
に

も
広
げ
て
も
ら
い
た
い
。

　

２
月
６
日
、
東
市
来
地
域

の
オ
リ
ー
ブ
実
証
ほ
場
で
植

栽
管
理
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

オ
リ
ー
ブ
の
推
進
状
況

　

生
育
状
況
に
つ
い
て
、
全

体
的
に
生
育
が
よ
く
見
受
け

ら
れ
た
。

　

今
後
、
ハ
ウ
ス
栽
培
と
露

地
栽
培
の
比
較
調
査
の
た
め

の
整
備
を
進
め
て
行
き
な
が

ら
、
生
育
や
病
害
虫
に
つ
い

て
の
研
究
を
行
う
。

　

苗
木
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

購
入
先
も
含
め
て
調
査
・
検

討
し
、
26
年
秋
か
ら
27
年
に

向
け
て
、
植
栽
を
推
進
し
て

い
く
と
の
説
明
を
受
け
た
。

委
員
の
意
見

　

市
が
進
め
る
本
事
業
は
、

気
候
や
土
壌
、
害
虫
対
策
な

ど
課
題
が
多
い
が
、
市
民
の

期
待
も
高
く
、
栽
培
技
術
お

よ
び
研
修
報
告
会
等
を
市
民

に
対
し
て
も
実
施
す
べ
き
で

あ
る
。

　

オ
リ
ー
ブ
の
生
産
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
意
識
が
高
く
、

注
視
さ
れ
て
い
る
。

　

市
が
先
導
す
る
こ
の
事
業

は
、
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
し
っ
か
り
と

し
た
生
産
技
術
を
早
く
確
立

し
普
及
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
に
、
今
後
一
層
の
先
進
地

と
の
連
携
や
関
係
機
関
と
の

研
究
が
重
要
で
あ
る
。

所
管
す
る
施
設
等
の
状
況
は

オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
管
理
は

所管
調査

所管
調査

総務企画

産業建設

チャレンジショップ「銀天のたまご」

オリーブ栽培について説明を受ける
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単独浄化槽から合併浄化槽への転換に
支援を行う考えはないか

　日置市のきれいな水を守るため、単独浄化
槽から合併浄化槽への転換にさらに支援をし
ていく考えはないか。

　【平成23年6月質問】

乳幼児医療費の無料化を
拡大すべきでは

　少子化が進む中で、子育て世代の医療費負
担の軽減を図る考えはないか。

　【平成21年12月から 25年6月まで
計8回質問】

伊集院駅に観光案内所の設置を

　伊集院整備により観光の推進拠点になる観
光案内所の設置を考えないか。

　【平成22年6月、平成22年12月、
平成24年9月質問】

太陽光発電設備設置の
補助制度の充実を

　太陽光発電に本市独自の補助金制度を考え
ないか。

　【平成21年9月から 25年12月まで
計6回質問】

単独槽から合併槽への推進を
していきたいので、検討していく。

　単独槽から合併浄化槽への推進をしていき
たいので、地元業者の育成も含めて、検討し
ていく。

　【平成23年6月に答弁】

26 年度から小学校 6年生までの
無料化を検討したい。

    26年度から小学校卒業まで医療費無料化
ができないか財政状況を含めて検討していき
たい。

【平成25年6月に答弁】

観光案内所を設置したい。

伊集院駅周辺整備で観光案内所を設置したい。
　【平成24年9月に答弁】

26 年度から実施したい。

　地球温暖化防止策や再生可能エネルギー活
用の一環として 26年度から実施したい。

　【平成25年12月に答弁】

市内業者施工で補助金上乗せへ！

    26年度から汲み取り便槽または単独浄化
槽からの切り替え等で市内業者施工の場合、
補助金基本額に 20万円上乗せされます。

小学校卒業まで医療費の無料化へ！

   26年10月から現在の小学校就学前までの
乳幼児医療費の無料化が、小学校6年生までの
無料化に拡大します。

伊集院駅前に観光情報拠点施設を
整備へ！

　伊集院駅周辺整備事業に合わせ、伊集院駅
前に観光情報拠点施設を整備します。（26年
度は地質調査および設計委託）

補助制度の新設へ！

　平成26年～ 28年にかけて、住宅用太陽光
発電システム設置事業補助金を交付し、地球
温暖化防止及びエネルギー自給率の向上に努
める。

市長の答弁は市長の答弁は 市長の答弁は市長の答弁は

あんこちゃ  どげんなった？

その後、こうなりました！その後、こうなりました！ その後、こうなりました！その後、こうなりました！
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今
回
い
た
だ
い
た
、
市
政

に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
意
見

は
、
各
委
員
会
等
で
所
管
事

務
調
査
等
を
行
い
な
が
ら
、

市
当
局
と
議
論
を
重
ね
、
課

題
解
決
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
こ
で
は
、
ご
質
問
や
ご

意
見
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も

の
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

問　

議
員
の
定
数
に
つ
い
て
、

先
の
選
挙
も
無
投
票
だ
っ

た
が
、
15
人
で
も
や
っ
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

立
候
補
者
が
出
や
す
い

雰
囲
気
を
つ
く
ら
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
た
だ
減
ら
し

て
い
い
の
か
ど
う
か
は
疑

問
。

　
　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

で
検
討
す
る
。

問　

若
者
定
住
促
進
に
つ
い

て
伊
集
院
地
域
だ
け
補
助

金
の
適
用
が
な
い
が
、
ど

う
に
か
な
ら
な
い
か
。

答　

過
疎
地
域
に
し
か
適
用

さ
れ
な
い
が
、
伊
集
院
の

中
で
も
飯
牟
礼
や
上
神
殿
、

土
橋
な
ど
、
単
独
で
適
用

さ
れ
る
よ
う
議
会
で
持
ち

帰
り
、
当
局
に
報
告
す
る
。

問　

一
宇
治
城
の
展
望
台
の

木
材
部
分
が
腐
食
し
て
危

険
で
あ
り
早
急
な
対
応
が

必
要
。

答　

現
場
を
調
査
し
て
当
局

に
伝
え
る
。

問　

土
橋
地
区
の
市
営
住
宅

に
つ
い
て
、
25
年
度
の
建

設
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、

施
工
が
遅
れ
て
い
る
。

　
　

い
つ
完
成
の
予
定
か
。

答　

大
震
災
後
に
国
の
予
算

が
８
割
と
な
っ
て
施
工
が

遅
れ
た
。

　
　

早
期
完
成
を
当
局
に
要

請
す
る
。

問　

日
置
市
中
央
図
書
館
の

整
備
に
つ
い
て
、
担
当
課

職
員
の
対
応
が
分
か
り
に

く
い
点
が
多
く
あ
る
の
で

改
善
を
要
望
す
る
。

答　

職
員
の
対
応
に
つ
い
て

は
教
育
委
員
会
に
議
会
と

し
て
伝
え
る
。

問　

伊
集
院
駅
の
自
由
通
路

は
い
つ
完
成
す
る
の
か
。

答　

駅
改
修
は
27
年
度
末
で

全
て
完
了
す
る
予
定
。

　
　

自
由
通
路
の
工
事
期
間

は
１
年
程
度
だ
が
、
周
辺

の
工
事
の
関
係
も
あ
る
の

で
、
総
体
的
な
完
了
後
に

な
る
と
思
う
。

（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）

・
今
後
も
継
続
し
て
開
催
し

て
ほ
し
い
。

問　

ゆ
ー
ぷ
る
吹
上
が
直
営

に
な
る
と
聞
い
た
が
、
形

態
や
従
業
員
な
ど
変
化
が

あ
る
か
。

答　

調
理
長
や
支
配
人
は
変

わ
ら
な
い
予
定
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
な
く

利
用
で
き
る
。

問　

オ
リ
ー
ブ
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　
　

地
中
海
気
候
と
違
う
本

市
で
育
つ
の
か
危
惧
す
る
。

答　

果
樹
農
家
の
高
齢
化
や

荒
廃
地
対
策
と
し
て
取
り

組
む
も
の
。

　
　

本
市
に
適
応
す
る
品
種

に
つ
い
て
、
養
蚕
試
験
場

跡
地
で
試
験
栽
培
を
行
っ

て
い
る
。

問　

本
市
で
は
県
議
会
議
員

選
挙
２
回
、
市
長
選
挙
、

市
議
会
議
員
選
挙
も
無
投

票
だ
っ
た
。

　
　

市
民
は
大
切
な
選
挙
の

機
会
を
失
っ
た
と
感
じ
る

が
、
議
員
は
ど
う
思
う
か
。

答　

個
人
的
見
解
で
あ
る
が
、

政
治
を
志
す
人
が
立
候
補

し
や
す
い
土
台
作
り
が
必

要
と
考
え
る
。

　
　

現
在
、
議
会
改
革
特
別

委
員
会
で
審
議
し
て
い
る

課
題
で
も
あ
る
。

問　

鳥
獣
害
対
策
と
し
て
、

地
域
で
15
～
16
人
が
免
許

を
と
っ
た
が
、
市
で
も
箱

わ
な
を
購
入
し
て
ほ
し
い
。

答　

鳥
獣
害
対
策
で
は
、
県

と
は
別
に
国
か
ら
の
補
助

が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　

猟
友
会
の
高
齢
化
も
進

ん
で
い
る
。

　
　

箱
わ
な
等
の
購
入
に
つ

い
て
の
意
見
は
市
当
局
へ

伝
え
る
。

（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）

・
報
告
会
は
、
可
能
な
限
り

議
会
ご
と
に
開
催
し
て
ほ
し

い
。

・
意
見
交
換
の
時
間
を
も
っ

と
増
や
し
て
ほ
し
い
。

問　

日
吉
庁
舎
の
建
て
替
え

の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

答　

11
月
に
提
出
さ
れ
た
提

言
を
も
と
に
、
庁
舎
整
備

検
討
委
員
会
で
検
討
し
て

い
る
。

　
　

26
年
度
設
計
、
27
年
度

建
設
を
予
定
し
て
い
る
が
、

延
び
る
可
能
性
も
あ
る
。

問　

小
学
校
再
編
に
つ
い
て
、

小
学
校
が
無
く
な
れ
ば
地

域
は
さ
び
れ
る
。

　
　

定
住
化
の
た
め
の
ふ
る

さ
と
団
地
の
造
成
や
公
営

住
宅
の
建
て
替
え
を
検
討

し
て
ほ
し
い
。

答　

学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
２
回
地
域
説
明
会

が
実
施
さ
れ
、
６
月
に
も

説
明
会
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
行
政
主
導
で
は
な
く
、

合
意
形
成
が
重
要
で
あ
る
。

　
　

公
営
住
宅
長
寿
命
化
計

画
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、

吉
利
地
区
の
公
営
住
宅
の

改
修
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

問　

日
吉
地
域
の
バ
ス
の
在

り
方
検
討
委
員
会
の
状
況

は
。

答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

利
用
が
少
な
く
、
４
月
か

ら
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。

問　

物
産
館
の
横
の
建
物
は

ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て

い
る
か
。

答　

県
の
補
助
事
業
で
建
設

さ
れ
、
物
産
館
の
利
用
者

の
休
憩
や
イ
ベ
ン
ト
活
動

な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

問　

南
九
州
自
動
車
道
に
つ

い
て
、飯
牟
礼
に
イ
ン
タ
ー

設
置
を
進
め
て
ほ
し
い
。

答　

要
望
に
つ
い
て
は
、
市

当
局
へ
伝
え
る
。

問　

日
置
市
の
財
政
状
況
は
。

答　

自
主
財
源
も
３
割
弱
の

中
、
国
の
交
付
金
も
今
後

削
減
さ
れ
て
厳
し
い
現
状

で
あ
る
。

（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）

・
市
民
の
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
会
に
し
て
建
設
的
意
見
が

ほ
し
い
。

問　

県
の
農
業
開
発
総
合
セ

ン
タ
ー
に
オ
リ
ー
ブ
の
研

究
委
託
は
考
え
て
い
な
い

の
か
。

答　

今
の
と
こ
ろ
鹿
児
島
銀

行
、
野
村
證
券
と
研
究
を

重
ね
て
い
る
。

　
　

研
究
会
を
立
ち
上
げ
て
、

研
究
を
進
め
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

問　

小
水
力
発
電
や
太
陽
光

発
電
な
ど
、
各
地
ば
ら
ば

ら
に
業
者
が
取
り
組
ん
で

い
る
よ
う
だ
。

　
　

今
後
、
行
政
が
計
画
・

開
発
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
会
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　

事
業
主
体
は
日
置
市
で

は
な
い
が
、
小
水
力
の
実

証
実
験
に
対
す
る
補
助
金

や
候
補
地
の
調
査
な
ど

は
、
市
当
局
や
議
会
も
か

か
わ
っ
て
い
る
。

問　

吹
上
浜
公
園
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
数
が
少
な
い
。

　
　

ま
た
、
体
育
館
の
空
調

も
な
い
た
め
、
大
き
な
大

会
を
誘
致
で
き
な
い
。

　
　

施
設
の
充
実
を
図
り
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

答　

要
望
の
あ
っ
た
こ
と
を

市
当
局
へ
伝
え
る
。

　
　

国
体
誘
致
に
向
け
て

様
々
な
施
設
の
整
備
を
考

え
て
い
る
よ
う
で
、
今
後

の
計
画
で
出
て
く
る
と
思

う
。

問　

緑
ケ
丘
団
地
の
道
路
が

通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

１
路
線
で
は
災
害
対
応

へ
の
不
安
も
あ
る
た
め
、

早
急
に
改
善
し
て
ほ
し
い
。

答　

現
場
を
見
て
早
急
に
対

応
し
た
い
。

問　

年
金
生
活
者
に
と
っ
て

介
護
保
険
料
が
高
く
、
生

活
を
圧
迫
す
る
。

　
　

で
き
る
だ
け
経
費
を
減

ら
し
て
保
険
料
の
削
減
を

し
て
ほ
し
い
。

答　

市
町
村
に
よ
っ
て
保
険

料
に
差
が
あ
る
。

　
　

国
民
健
康
保
険
制
度
も

含
め
て
、
国
に
制
度
改
正

を
呼
び
か
け
た
い
。

（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）

・
も
っ
と
充
実
し
た
内
容
の

濃
い
資
料
が
ほ
し
い
。

・
高
齢
者
の
た
め
に
、
昼
間

の
開
催
も
考
え
て
ほ
し
い
。

議会報告会を開催し ました
４会場152人参加

　１月29日から2月7日にかけて、４地区４会場で議会報告会を
開催しました。
　市政に関する情報を議会の視点から報告し、また、市民の皆様
と意見交換を行いました。
　議会改革や財政・福祉に関する質問や意見等のほか、道路等の
身近な要望も出されました。

伊
集
院
地
域

日
吉
地
域

吹
上
地
域

東
市
来
地
域

市
政
や
議
会
に
対
す
る

主
な
質
問
・
意
見
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み
ご
と
に
咲
い
て
い
た
桜
も

ア
ッ
と
い
う
間
に
葉
桜
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

３
月
に
は
、
市
内
中
学
校
の
卒

業
式
が
行
わ
れ
、
４
８
５
人
が
巣

立
っ
た
。

　

４
月
に
は
、
ピ
カ
ピ
カ
の
小
学

１
年
生
４
６
２
人
の
入
学
式
が
行

わ
れ
た
。

　

こ
の
子
ど
も
た
ち
の
う
ち
、
何

人
が
大
人
に
な
っ
て
「
日
置
市
」

に
残
っ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

毎
年
、
減
少
し
て
い
る
本
市
の

人
口
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
に
何

と
か
地
元
に
残
っ
て
も
ら
え
な
い

か
。

　

定
住
を
図
る
政
策
と
し
て
、
子

育
て
支
援
や
後
継
者
へ
の
支
援
等

が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ

弱
い
印
象
で
あ
る
。

　

議
会
と
し
て
対
策
を
講
じ
な
が

ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
お
知
恵

を
お
借
り
し
て
若
者
た
ち
の
人
口

増
に
つ
な
げ
、
活
気
の
あ
る
日
置

市
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。  

 （
留
盛
）
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議会インターネット
映像配信

始まりました。

　平成25年12月定例会より、議会中継のインターネット配信を始めました。
　本会議中の生中継のほか、録画中継の配信も行っております。録画中継は、
いつでもご覧いただけますので、ぜひご活用ください。（録画映像は、本会
議の３日後から配信）

　議会インターネット中継は、市ホームページからアクセスいただけます。

　今号から広報誌のタイトルを「ぎかいのとびら」に刷新しました。
　市民の皆さまに議会を身近に感じていただけるよう、今後も努力して

まいります。
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